
             例年ですと４月に２年生を対象に行われる「とちぎっ子学習状況調査」

ですが、今年の実施は６月１９日～２６日にかけての実施となりました。 

             調査対象は中学１年生の学習内容で、その学習状況を把握するために行 

われています。３月～５月まで休校となり、ようやく授業が再開された中で行われた調査ですが、個 

人の学習状況がわかる貴重な調査結果です。生徒の皆さんも学校も、この結果を真摯に受け止めて、 

学力の向上に取り組んでいきたいと思います。 
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 寒冷の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。先日、栃木県が２年生に

実施した「とちぎっ子学習状況調査」の結果がもどってきました。例年とは異なり、実施時期も各学校

で異なりますので、例年とすべてが同様とは言えませんが、個人の学習状況が把握できると思いますの

で、ぜひ有効にご利用ください。学習状況の様子は本校でも活用させていただき、教師の授業力向上や

お子様の学力の向上のために利用させていただきます。 

 

１「とちぎっ子学習状況調査」の返却について  
（１）児童生徒用結果資料 

  ア 教科に関する調査 

   ① 「あなたの解答」（１枚） 

     教科に関する調査の解答用紙です。５教科の採点結果をスキャン画像で１枚に表されていま

す。各設問に対して正解・不正解がわかります。 

   ② 「あなたの結果」（１枚） 

     教科別正答率、問題の内容ごとの正答率、教科ごとのアドバイス、観点ごとの正答率などが

記されています。 

イ 児童生徒質問紙調査 「あなたの回答」 

  学習習慣や、生活習慣についてのアンケート調査結果になります。 

（２）正答表（５枚） 

   ５教科の正答が教科ごとに配布されます。 

（３）学習状況調査の冊子と質問紙（６部） 

   ５教科の各問題と質問紙が返却されます。 

 

２「とちぎっ子学習状況調査」の利用について  
（１）生徒の皆さんは・・・ 

①個人票を参考に正答率に課題がある教科や問題を振り返りましょう。 

②もう一度、課題のあった問題を解いてみましょう。 

③児童生徒質問紙調査「あなたの回答」を参考に学習習慣や生活習慣を見つめなおしましょう。 

（２）学校では・・・ 

   調査結果を分析して、正答率の低かった問題や分野を授業で再度振り返ります。また調査結果を

受けて、１学年下の学年を対象に定着を意識した授業を実践します。 
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